
墨出し効率化システム
「T-iDigital MARKING」

－建設現場における墨出し作業を効率化し更なる生産性向上を実現－ 



概要・機材構成



建設工事では、各工程の最初に設計図や施工図等に
記載された様々な基準線、設備器具の取り付け位置な
どの寸法情報を、実際の施工現場に原寸大で書き出す
「墨出し」を行います。

T-iDigital MARKING 開発の背景と目的

従来の墨出しは、建築仕上(壁・床・建具)工事や設備
工事毎に複数の専門職員や作業員が墨出し場所を事
前に測量した上で、各工事に必要な基準線や設備器具
の取り付け位置などを計測し、マーキングしていました。し
かし、これらの作業では測量ミスや設計変更後の情報が
反映されていない図面の使用などの人為的な誤りのほか、
工事毎に別々に墨出しを行うため手待ち時間が発生する
など、作業の正確さや効率に課題がありました。

そこで、プロジェクションマッピングを利用して、建物の床面
に原寸大で投影した図面を元に、作業員が直接マーキン
グすることで墨出しを正確かつ迅速に行うことができ、現場
作業の生産性が向上することを目指し技術開発を行いま
した。



本技術の特長は以下の通りです。

1.歪みが発生しない補正技術により高精度の映像を確保
プロジェクターで投影された映像に生じる歪みを高精度に補正でき
る「映像補正技術」を独自に開発しました。その結果、床面に正
確な原寸大図面の投影が可能となります。精度は、平滑床で概
ね2mm以内（外周部の歪み3mm程度）です。

2.高品質な画質による広範囲の投映画像を実現
（株）リコーと新規開発した4K超短焦点プロジェクターの導入に
より、4K（3840×2160ピクセル）の高品質な画質に加え、
300インチ（約6.6m×3.7m）と広範囲な投映が可能です。

3.図面位置合わせの簡略化
プロジェクター本体の設置後、投映画像の縮尺・回転角調整や図
面の位置合わせを簡略化するため、本技術では、建設現場の基
準墨に合わせて床面に設置した専用基準尺（ARマーカー）を画
像投映領域面に対して水平および垂直方向に配置し、ARマー
カー間の距離を基準寸法として撮影画像上の距離を自動で算出
しています。このため次の作業エリアに機材を移動するたびに必要と
なる準備作業の時間が約5分に短縮され、墨出し作業全体の効
率が向上します。
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原寸大図面を、床面に高精度に投影することで
作業員は直接マーキングするだけで墨出し作業が可能

作業員は投影した映像を
「なぞる」だけ

PC

プロジェクタ・カメラ
一体型架台

基準尺 x 4

操作用
ワイヤレス

トラックボール
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～建設現場における墨出し作業を効率化し更なる生産性向上を実現～

セッティング手順



三脚タイプ

プロジェクタ・カメラ一体型架台の種類



プレスリリース等



プレスリリースほか
・プロジェクションマッピングを利用した
墨出し技術「T-iDigital MARKING」を開発

（2021/12/27）

・プロジェクションマッピングを利用した
墨出し技術｢T-iDigital MARKING｣を高度化
（2023/10/23）※（株）リコーと共同発表

・創業150周年 技術セレクション
T-iDigital MARKING
プロジェクションマッピングを利用した墨出し技術

https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/211227_8627.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/231023_9794.html
https://jp.ricoh.com/release/2023/1023_1
https://www.taisei-150.jp/dx/dx_02_t-idigital.html


タイトル：
プロジェクションマッピングを利用した墨出し技術「T-iDigital MARKING」を開発
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その他メディア掲載

・建設現場 「プロジェクションマッピング」で
どう変わる？（おはBiz 2024/6/19）

その他

日刊建設工業新聞

建設通信新聞

ITmedia BUILT

にも掲載

https://www3.nhk.or.jp/news/contents/ohabiz/articles/2024_0619.html
https://www.decn.co.jp/?p=157792
https://www.kensetsunews.com/web-kan/885245
https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/2310/31/news197.html


ご清聴ありがとう
ございました

See you

導入についての問合せは、下記へお願いいたします

株式会社リコー デジタルプロダクツＢＵ
ＳC事業部 現場ＤＸ事業推進室 事業推進G GL

久保 良生宛
TEL：080-7477-8067（ダイヤルイン）
MAIL: yoshio.kubo@jp.ricoh.com
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